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今月の表紙はマリー（Pierre Marie；

1853-1940）による論文⽛肢端巨大症⽜1)

からの写真です。肢端巨大症（acromég-

alie）は，当時マリー病と呼ばれたよう
に，マリーが 1886年に命名した疾患
です2,3)。その一番の特徴として手，足
そして頭部の非先天性肥大が記載され
ています。
この 1886年の原著でマリーはサル
ペトリエール病院の⽛シャルコー教授
外来部門⽜で自らが経験した 2例を報
告し，さらに自験例と同じ疾患とみら
れる過去の報告例 5 例を紹介してい
ます。つまり，この疾患の記載自体は
以前からあったものの，特別な疾患と
しては認識されていませんでした。そ
れに対しマリーは共通する特徴を持っ
た 1 つの疾患概念であることに着目
し，丹念に調べまとめ上げたというこ
とのようです。
今回取り上げる論文はこの原著から

2年後に発表されたものです。次のよ

うに始まります。

1886年の論文で，筆者は上肢端，
下肢端と頭部の非先天性肥大を特徴
とする特殊な疾患を記載し，疾病学
上分離する目的で，アクロメガリー
（acromégalie）と冠名することを提
案した。この記載は好意的に受け入
れられたと思う。名称については，
一般的に採用されたと思われるが，
哲学的見地から批判もあることをむ
しろ認めたうえでこの名を冠したの
は，この疾患の主要症状（α⁔´κρον＝
肢端，μέγας＝大きい）を想起し，
観察者の注意を喚起するためである
ことを断っておきたい。

この論文を端緒として，マリーは
1888～1889年に肢端巨大症について
計 8 編の症例シリーズを報告してい
ます。その内容は，自験例 4例（原著
の 2例含む），過去の報告例 15例（原著

で紹介した 5例のうち 2例を含む）の計
19例についての臨床経過，剖検所見（8

例のみ）で，合計 115頁にもわたりま
す。今回表紙に使用した写真はその中
の症例Ⅰ（45歳，男性）です。

16 歳まで患者はまったく普通で
むしろ小柄であったのが，その頃か
ら突然大きくなり始め，17，18歳
から身長が著明に伸び，それ以来，
40 歳近くまで，それなりに成長が
止むことはなかったと彼は確信して
いる。高等中学校を卒業した 19歳
もしくは 19歳と 6カ月の時点で彼
は 183 cmあり，17～18歳で 29.8

cm，18～19 歳で 10.8～13.5 cm

成長した。19.5～40 歳までの間に
8 cm また増え，現身長は 191 cm

である。
（中略）最近，患者は手袋をはめるの
にやや困難を感じることから，手の
増大（accroissement）は完全に停止
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したようには思えない。足の肥大
（hypertrophie）も手とほぼ同時期
と思われる。

この後，頭の天辺からつま先まであ
らゆる部位の大きさが測られ，全身の
きめ細かな所見が並びますが，その最
後に面白い記述があります。

この奇妙な現象，症状のどれかが
患者の注意を喚起したのではなかっ
た。奇妙なのは，彼が，顔は勿論，
手足の大きさの増加をまったく重視
していなかったことで……（中略）
患者がスペインからパリへ，シャル
コー教授の診察を受けに来ることを
決心した唯一の理由は，持続する非
常に辛い頭痛であった。彼が外来診
察で訴えたことは，このことについ

てだけだった。われわれの師（註
釈：シャルコー）は一見して，肢端巨
大症の存在に気づき，彼はわれわれ
も一緒に患者を診察することを望ん
だ。最初の診察に同席しながら非常
に驚いたのは，患者が自らの変形を
まったく意識していなかったことを
われわれが確認したことである。

この症例は魚釣りの愛好家で，自身
で釣り糸の調整までしていたのです
が，十数年来，なぜか歯で糸を噛み切
れなくなってきたことを自覚していま
した。もちろん肢端巨大症の特徴の 1

つである下顎の前出により，歯の咬み
合わせがずれてきたことが原因なので
すが，このような些細な変化では自分
が病気であることに気づかなくても当
然のように思えます。肢端肥大症患者

における病識のなさは現在でも指摘さ
れていますが，マリーたちも患者に病
気であることを理解してもらうのに苦
心していたことがうかがえます。
また，剖検例ではそのほとんどに下
垂体の肥大・腫瘍がみられていますが，
あくまで事実・現象の記述に徹底して
おり，原因の特定については試みられ
ていません。肢端肥大症の原因が明確
になったのは，⽛下垂体から成長ホル
モンが過剰に分泌される⽜というクッ
シング（Harvey Cushing；1869-1939）が
提唱した仮説を，エヴァンス（Herbert

McLean Evans；1882-1971）らが動物実験
によって証明したときといわれてお
り4)，マリーの原著から 40年近くの時
間が必要でした。この間，時代は 19

世紀から 20世紀へ，研究の舞台はフ
ランスから米国へと移っていきます。
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